
の
蚕
桑
論
－
こ
其
信
仰
ヒ
、
卒
戸
島
の
離
れ
切
支
丹
」
「
切
支
丹
、
こ
佛

教
」
の
十
五
篇
、
何
れ
も
藤
壷
雑
誌
そ
の
他
に
一
度
登
表
さ
れ
て
、

か
な
の
の
反
響
を
當
時
の
康
界
に
喚
趨
し
た
も
の
が
少
く
な
い
。

初
期
の
親
機
研
究
か
ら
最
近
の
切
支
丹
研
究
ま
で
、
研
究
封
象
の

攣
移
の
爲
め
に
苦
悩
は
あ
れ
¶
ご
、
切
支
丹
ミ
受
忍
の
比
較
研
究
は

か
う
し
た
苦
…
糊
か
ら
來
た
著
者
の
猫
壇
場
ε
云
っ
て
よ
い
。
（
菊

版
一
〇
一
九
頁
、
東
京
麹
町
教
育
研
究
會
獲
行
、
償
｝
○
圓
）

　
　
囎
概
説
臼
本
佛
激
史
　
　
　
　
　
橋
川
　
　
正
著

　
著
者
は
数
年
來
大
谷
大
學
で
口
音
佛
教
史
を
講
述
す
る
に
適
當

な
教
科
書
の
な
い
不
便
を
感
じ
て
こ
の
概
論
を
書
い
た
の
で
あ
る

ミ
云
ふ
。
教
理
及
び
宗
派
語
気
の
臨
監
の
み
な
ら
す
、
そ
の
俗
世

間
に
作
し
た
肚
會
的
意
義
を
示
す
こ
¶
こ
に
努
力
し
、
爾
ほ
美
術
工

藝
の
意
匠
の
上
に
あ
ら
は
れ
る
佛
教
的
理
念
に
も
漏
れ
て
一
つ
の

渾
然
た
る
佛
鞍
馬
化
史
を
な
し
た
。
叙
蓮
の
方
法
に
つ
い
て
は
特

別
の
新
味
は
な
い
が
極
め
て
用
意
周
到
で
親
切
で
あ
る
ε
云
ふ
こ

一
こ
が
出
鼻
よ
う
、
日
本
佛
教
史
全
艦
の
見
通
し
を
す
る
爲
め
に
は

恰
好
の
良
書
で
あ
る
に
相
違
な
い
（
出
版
三
八
七
頁
、
東
京
文
献

書
院
獲
行
、
償
二
、
五
〇
メ
四
域
布
村
〕

第
十
四
巻
　
　
紹
　
　
分

　
駒
武
家
時
代
の
研
究
　
第
二
懇
　
大
森
金
五
郎
著

　
既
刊
の
第
一
巻
ミ
共
に
源
李
時
代
を
取
扱
ふ
。
先
づ
奥
州
藤
原

氏
の
事
業
ε
文
化
に
筆
を
起
し
次
い
で
李
氏
の
勃
興
ミ
覆
滅
を
叙

し
源
李
交
戦
を
説
き
頼
朝
奥
州
を
征
し
て
天
下
統
一
の
成
つ
弛
こ

こ
ろ
で
終
っ
て
居
る
。
著
者
の
大
日
本
全
史
の
い
は
穿
各
論
を
な

す
も
の
で
あ
る
が
故
に
「
詳
密
な
る
大
日
本
全
史
」
一
こ
い
ふ
べ
き
感

じ
が
與
へ
ら
れ
る
。
著
者
の
懐
炮
す
る
歴
史
地
理
的
興
味
が
随
庚

に
あ
ら
は
れ
て
居
る
鮎
が
↓
の
特
徴
を
な
し
て
居
る
。
．
研
號
態
度

に
つ
い
て
は
時
代
本
質
の
把
握
に
つ
い
て
憾
、
こ
す
べ
き
瓢
が
な
い

で
も
な
い
襟
で
あ
る
が
，
こ
に
か
く
こ
の
荒
締
界
の
大
先
叢
の
力
作

た
る
を
思
ひ
愈
そ
の
精
進
を
捕
る
次
第
で
あ
る
，
（
菊
判
七
陶
三
頁

東
京
富
山
房
登
行
、
償
三
、
『
○
）

　
　
⑳
日
本
庶
民
敢
育
史
　
　
　
　
　
石
川
　
　
謙
著

　
そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
近
世
に
於
け
る
教
士
臼
撫
…
闘
…
の
超
封
建

的
傾
向
の
獲
達
」
ミ
あ
る
は
問
題
の
取
扱
に
於
け
る
著
者
の
態
度

を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
の
下
に
著
者
は
先
づ
近
蛍

の
墨
按
論
が
君
候
中
心
位
よ
り
士
民
本
位
ぐ
」
な
り
し
結
果
撫
席
強

制
、
學
校
公
管
、
萬
人
敏
育
、
裏
合
蹟
改
造
等
が
暇
へ
ら
れ
臆
て
敏

第
三
號
　
　
一
九
（
　
四
四
一
）



　
　
　
第
＋
瞬
断
　
　
紹
　
　
介

育
の
平
家
統
講
論
を
生
す
る
に
至
り
し
事
か
瓦
る
學
議
論
の
嚢
蓬

に
封
蔵
す
る
藩
嚢
の
嚢
達
は
そ
の
方
針
を
入
文
主
義
よ
り
費
科
主

義
へ
韓
議
せ
し
む
る
、
こ
共
に
寺
小
屋
教
育
法
が
藩
嚢
に
浸
入
し
同

時
に
簾
民
に
封
ず
る
藩
嚢
の
解
放
が
行
は
れ
そ
の
間
に
郷
學
の
嚢

鳴雄
を
見
九
が
こ
れ
ぞ
公
海
校
観
念
の
實
現
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
ぐ
」
し
次
い
で
寺
小
屋
敏
育
の
本
質
を
顧
み
て
こ
れ
を
初
歩
的
庶

民
的
な
り
、
こ
し
最
後
に
寺
子
屋
の
普
及
を
論
じ
て
そ
の
四
達
が
寝

業
の
雛
濟
燦
活
ミ
併
行
的
關
係
に
あ
り
し
事
及
庶
民
の
文
化
的
欲

求
の
維
え
ざ
る
向
上
に
よ
る
も
の
、
こ
し
た
。
如
上
の
見
解
は
近
世

庶
畏
教
育
の
性
、
質
に
直
す
る
略
安
當
な
る
把
握
、
こ
す
べ
く
著
者
が

日
本
教
育
愛
冠
そ
の
他
の
い
は
ゴ
有
り
ふ
れ
た
る
資
料
に
よ
り
っ

つ
こ
の
業
績
を
翠
け
ら
れ
た
事
は
最
多
ミ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
な
ほ

著
者
が
研
究
の
中
心
、
こ
す
る
ミ
こ
ろ
は
才
気
物
で
あ
り
本
書
は
済
、

の
序
論
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
。
四
燈
を
以
て
完
結
せ
ん
，
こ
す
る

そ
の
研
究
の
速
か
に
戒
ら
ん
こ
「
こ
を
切
望
す
る
。
（
菊
判
四
五
八
頁

東
京
刀
江
嘗
院
糞
行
、
償
四
、
二
〇
）
〔
肥
後
〕

　
　
働
8
げ
①
　
○
O
o
毎
ゴ
9
μ
富
。
鴫
H
繕
物
　
U
ぴ
諸
・
b
ω
磐
押
磐
毛
ρ

　
亜
米
利
加
イ
ェ
ー
ル
大
疑
喫
學
科
教
授
ド
ク
ト
ル
朝
河
貫
一
氏

　
　
　
　
　
　
第
三
搬
　
　
一
二
〇
　
（
　
四
殴
二
）

の
多
年
の
．
勢
窪
で
あ
る
入
凍
院
磨
婁
の
英
澤
が
、
同
大
學
歴
史
鵬

版
物
の
第
十
三
冊
、
こ
し
て
薄
行
さ
れ
た
。
入
管
院
文
書
は
、
そ
の

含
む
交
書
種
類
の
豊
冨
の
故
に
、
叉
年
代
の
前
後
多
年
に
亘
れ
・
、
3

故
に
、
臼
本
封
建
制
度
の
研
究
に
恰
好
な
る
資
料
を
提
供
す
る
。

こ
の
見
地
か
ら
朝
河
配
は
往
年
蹄
朝
の
際
親
く
同
家
を
訪
ひ
文
書

の
原
本
を
精
査
さ
れ
た
成
果
を
以
て
、
封
建
翻
度
そ
の
も
の
に
つ

い
て
よ
り
正
し
き
理
解
を
得
る
爲
に
我
國
の
そ
れ
に
比
較
資
料
を

求
め
ん
ミ
す
る
西
洋
の
漁
者
達
の
要
求
に
慮
じ
て
、
叉
彼
等
。
か
我

國
の
封
建
翻
度
を
僅
か
に
我
國
の
學
者
の
著
作
を
通
じ
て
知
る
に

す
ぎ
な
い
不
満
を
満
す
儒
に
，
始
め
て
此
代
表
的
資
料
を
提
供
し

て
そ
の
直
接
研
究
に
役
立
て
ん
ミ
試
み
ら
れ
九
も
の
が
本
書
で
あ

る
。
從
っ
て
本
書
は
文
艶
あ
忠
實
な
紹
介
を
主
た
る
目
的
、
こ
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
文
書
の
上
に
組
立
て
ら
れ
た
氏
の
研
究
戒
果
は

こ
れ
に
豫
っ
て
期
待
さ
る
べ
き
で
は
な
く
、
各
自
の
研
究
に
よ
っ

て
學
説
を
組
立
て
ん
、
こ
す
る
墨
者
に
そ
の
源
泉
を
提
供
せ
ん
ε
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
醐
六
倍
朝
四
四
二
頁
、
最
初
の
滑
六
頁
は
南
九
州
の
地
理
的
文

化
的
特
性
、
島
津
蕪
、
島
津
家
、
澁
谷
家
、
入
組
院
、
入
來
院
文
龍


